
JP 6280066 B2 2018.2.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物開口部に取付けられる窓枠と、閉鎖時に窓枠の室外側上方領域に配置される外障子
と、閉鎖時に窓枠の室内側下方領域に配置される内障子とを備え、
　窓枠の上方領域において、左右の縦枠内周面間の寸法は、室内側端部から室外壁に至る
まで外障子の見付け幅寸法より大きく、
　窓枠の下方領域において、左右の縦枠の見込み方向略中央の内周面には、窓の閉鎖時に
内障子の縦框の室外側面に対向する部材が設けられおり、
　窓の閉鎖時において、外障子の縦框の室外側面と縦枠の室外壁の室内側面との間が気密
されるとともに、内障子の縦框の室外側面と前記部材との間が気密される
　ことを特徴とする上げ下げ窓。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　外障子及び内障子とを有し、内障子を上げ下げすることにより開閉することができる上
げ下げ窓に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物開口部に設置される窓枠に対して、外障子及び内障子とを上下方向に配置して、内
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障子を上げ下げすることにより、開口部を開閉する上げ下げ窓が周知となっている。（特
許文献１）。
（特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９２４１３９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記先行技術文献においては、外障子は窓枠の上方位置に配置され、内障子を上げ下げ
することにより、窓枠の下方部分の開閉を行っているが、窓の閉鎖状態において、内障子
の縦框と窓枠の縦枠との間を気密するために、縦枠に内周方向に突出する中仕切片を設け
、内障子の縦框に設けられた気密材を中仕切片に当接することにより縦框と窓枠との気密
を行っていた。
　しかしながら、縦枠の内周に中仕切片が設けられるために、外障子を室内側から取り付
けるには、外障子を左右方向にケンドンしなければならず、縦枠に外障子をケンドンする
ための振込みのスペースが必要となり、左右縦枠の左右幅寸法を小さくすることが難しか
った。
【０００５】
　本発明は、上記の事情を鑑み、縦枠の中仕切片を省くことにより、縦枠の左右幅寸法を
小さくすることができる上げ下げ窓を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、建物開口部に取付けられる窓枠と、閉鎖時に窓枠の室外側上方領域に配置さ
れる外障子と、閉鎖時に窓枠の室内側下方領域に配置される内障子とを備え、窓枠の上方
領域において、左右の縦枠内周面間の寸法は、室内側端部から室外壁に至るまで外障子の
見付け幅寸法より大きく、窓枠の下方領域において、左右の縦枠の見込み方向略中央の内
周面には、窓の閉鎖時に内障子の縦框の室外側面に対向する部材が設けられおり、窓の閉
鎖時において、外障子の縦框の室外側面と縦枠の室外壁の室内側面との間が気密されると
ともに、内障子の縦框の室外側面と前記部材との間が気密されることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【０００７】
　上げ下げ窓の縦枠に対して、外障子を左右方向にケンドンすることなく取付けることが
できるので、縦枠の見付け幅寸法を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の内観図である。
【図２】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の縦断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓の横断面図であり、左側は図２におけるｘ－
ｘ部分の横断面図を、右側は同ｙ－ｙ部分における横断面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓における左側の縦枠及び内障子の左縦框の横
断面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓における内障子の縦断面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓に用いる受け金具の図であり、（ａ）は平面
図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は側面図である。
【図７】本発明の実施形態に係る上げ下げ窓における外障子の取付けを説明するための横
断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　本発明の実施形態の上げ下げ窓について、図面を参考にして説明する。
（全体の構成）
図１に示すように、本発明の実施形態の上げ下げ窓は、上枠１１、下枠１２及び左、右縦
枠１３，１４により形成された窓枠１に対して、その上方位置に召合せ框３１（図示なし
）、戸先框３２、及び左、右縦框３３，３４を四周に組んでその内周にガラス等のパネル
が嵌め込まれて構成される外障子３を取付け、下方位置に召合せ框２１、戸先框２２、及
び左、右縦框２３，２４を四周に組んでその内周にガラス等のパネルが嵌め込まれて構成
される内障子２を開閉自在に設けて構成されている。
【００１０】
（窓枠の構成）
　図２に示すように、上枠１１は、アルミニウム等の金属材料からなる金属上枠１１１と
金属上枠１１１の室内側内周面に配置される樹脂上枠１１２とからなる。
　金属上枠１１１は、室外側端より室外壁１１１ａが垂下されるとともに室外側内周面か
ら当接部１１１ｂが垂下され、両者によって外障子３の戸先框３２を支持する支持溝１１
１ｃが形成されている。
　金属上枠１１１の室内側内周面に嵌合固定される樹脂上枠１１２は、見込み方向、すな
わち下方に向かって複数の中空部が積層される中空積層構造をなしており、その室内側端
部に室内方向に延設されたアングル部が建物開口部に対してネジ等の固定手段により固定
される。
【００１１】
　一方、下枠１２は、アルミニウム等の金属材料からなる金属下枠１２１と、金属下枠１
２１の室内側端部に係合固定される樹脂材料からなる樹脂下枠１２２とからなる。
　金属下枠１２１の見込み方向略中央内周面より、内障子２の戸先框２２の外周面と当接
する緩衝材を保持するための保持片１２１ａが上方に向かって設けられている。
　樹脂下枠１２２は、下枠１２の室内側に面する部位を構成しており、室内方向に延設さ
れたアングル部が建物開口部に対してネジ等の固定手段により固定される。
【００１２】
　図３に示すように、左、右縦枠１３，１４は、略同一の構成を備えている。
　図３に示す左縦枠１３は、図２におけるｘ－ｘ断面、すなわち窓枠１の内障子２に対向
する部分の左縦枠１３の横断面図を示し、図３に示す右縦枠１４は、図２におけるｙ－ｙ
断面、すなわち窓枠１の外障子３に対向する部分の右縦枠１４の横断面図を示している。
【００１３】
　左、右縦枠１３，１４は、その室外側に内周に向けて突出する室外中空部を有する左、
右金属縦枠１３１，１４１と、左、右金属縦枠１３１，１４１の中空部の室内側内周面に
嵌合固定される左右の樹脂縦枠とからなる。
　左、右の樹脂縦枠は、複数の中空部により形成され左、右金属縦枠１３１，１４１の内
周面略中央部位に嵌合固定される左、右主樹脂縦枠１３２、１４２と、複数の中空部を有
し左、右金属縦枠１３１，１４１の室内側端に係合される左、右副樹脂縦枠１３３，１４
３とにより構成されている。
【００１４】
　左、右主樹脂縦枠１３２，１４２の室内側内周には、内周方向に開口する溝部１３２ｃ
，１４２ｃを有しており、溝部１３２ｃ，１４２ｃの底部においてビス等の固定手段によ
って左、右金属縦枠１３１，１４１の内周面に固定されている。
【００１５】
　溝部１３２ｃ，１４２ｃには、内障子２の下方両側から突出する回転軸８１（図２）が
上下方向に案内されており、また、図３の左縦枠１３に示されるように、左主樹脂縦枠１
３２と左副樹脂縦枠１３３とにより、ガイド部１３２ｄが形成され、ガイド部１３２ｄに
はスライダ８２，８２が上下方向に移動自在にガイドされ、スライダ８２，８２と内障子
２の外周面がリンク８３、８３により連結されている。
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【００１６】
　したがって、内障子２は、回転軸及びスライダ８２，８２を左、右縦枠１３，１４内周
の溝部１３２ｃ，１４２ｃ及びガイド部１３２ｄ，１４２ｄに沿って、回転軸８１，８１
及びスライダ８２，８２を上下スライドさせることにより、窓枠１の下方位置の開口部を
開閉することができると共に、回転軸８１，８１を中心にスライダ８２，８２との間のリ
ンク８３，８３により、室内側に内倒して開閉することができる。
　なお、内障子２の上下方向への開閉機構及び内倒し開閉機構については、特に限定され
るものではない。
【００１７】
　そして、図４に示すように、左（右）金属縦枠１３１（１４１）の室外中空部の室外壁
部は内周方向に延設されて室外壁１３１ａを形成しており、その室内側面には、後述する
目板６の室外係合部６２ａが係合する室外係合凹部１３１ｂが形成されているとともに、
左（右）主樹脂縦枠１３２（１４２）の室外側端部内周面には、目板６の中間係合部６２
ｂが係合する中間係合突起１３２ａが形成され、見込み方向中央付近の内周面には、目板
６の室内係合部６１ａが係合する室内方向に開口する室内係合凹部１３２ｂが形成されて
いる。
【００１８】
（内障子の構成）
　内障子２の召合せ框２１は、図５に示すように、金属召合せ框２１１と、金属召合せ框
２１１の室内側面及び外周面を覆う樹脂召合せ框２１２とから構成されている。
　金属召合せ框２１１は、パネルの室外側外周に配置される中空部２１１ａと、中空部２
１１ａの室外側端から内周方向に延設されガラス間口を構成するガラス間口部２１１ｂと
、中空部２１１ａの内周室外側より室外側に延設し、その後下方に屈曲する屈曲片２１１
ｃとから構成されている。
【００１９】
　樹脂召合せ框２１２は、金属召合せ框２１１の室内側を覆う見込み方向に複数の中空部
が積層されてなる室内側部２１２ａと、室内側部２１２ａの室内端で内周方向に延設して
ガラス間口を構成するガラス間口中空部２１２ｂと、室内側部２１２ａの室外側外周端か
ら室外方向に延設され金属召合せ框２１１の外周面を覆う外周部２１２ｃとから構成され
ている。外周部２１２ｃの内周面には、金属召合せ框２１１の外周面に向かって隔壁が延
設されており、外周部２１２ｃと金属召合せ框２１１とによって中空部が形成されている
。
　樹脂召合せ框２１２の外周部２１２ｃの室外側端面には、気密材ｓが配置され、後述す
る外障子３の召合せ框３１の室内側面に当接している。
【００２０】
　内障子２の戸先（下）框２２は、図５に示すように、金属戸先框２２１と、金属戸先框
２２１の室内側面を覆う樹脂戸先框２２２とから構成されている。
　金属戸先框２２１は、ガラス等パネルの室外側外周に配置される中空部２２１ａと、中
空部２２１ａの室外側端から内周方向に延設されガラス間口を構成するガラス間口部２２
１ｂと、中空部２２１ａの外周に設けられる溝状の回転軸取付溝２２１ｃとから構成され
ている。
【００２１】
　樹脂戸先框２２２は、金属戸先框２２１の中空部２２１ａ及び回転軸取付溝２２１ｃの
室内側面を覆う見込み方向に複数の中空部を有する室内側部２２２ａと、室内側部２２２
ａの室内端で内周方向に延設してガラス間口を構成するガラス間口中空部２２２ｂとから
構成されており、室内側部２２２ａを構成する複数の中空部は、金属戸先框２２１の室内
側面から室内方向に行くに従ってその見込み方向寸法が小さくなっており、その下面は傾
斜して形成されている。
　図２に示すように、金属戸先框２２１の回転軸取付溝２２１ｃには、回転軸８１が配置
されており、内障子２を室内方向に打ち倒し可能に支持している。
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【００２２】
　内障子２の左、右縦框２３，２４は、略同一の構成を備えているので、内障子２の左、
右縦框２３，２４について、左縦框２３を用いて説明する。
　左縦框２３は、図４に示すように、左金属縦框２３１と左金属縦框２３１の室内側に配
置される左樹脂縦框２３２とからなる。
　左金属縦框２３１は、中空部２３１ａと、中空部２３１ａの室外側内周に延設されガラ
ス間口を構成するガラス間口部２３１ｂとから構成され、中空部２３１ａの外周面には、
左縦枠１３のガイド部１３２ｄをスライドするスライダ８２に連結されたリンク８３が回
転自在に連結されており（図３）、また、中空部２３１ａの室外側面には、モヘア等の気
密材ｍ１が長さ方向に沿って略全長に亘って配置されている。
【００２３】
　左樹脂縦框２３２は、左金属縦框２３１の室内側面に連結され、左金属縦框２３１の室
内側面全体を覆い見込み方向に複数の中空部が積層されてなる室内側中空部２３２ａと、
室内側中空部２３２ａの室内端内周側に延設されガラス間口を構成するガラス間口部２３
２ｂとから構成されている。
【００２４】
　室内側中空部２３２ａの見込み方向略中間位置に積層されている中空部の外周には、モ
ヘア等の気密材ｍ２が配置され、左縦枠１３の左副樹脂縦枠１３３の内周面に当接してお
り、室外側面に配置された気密材ｍ１と協働して二重の気密構造を形成している。
　また、室内側に積層されている中空部の外周端は、左縦枠１３の左副樹脂縦枠１３３の
内周端よりもさらに外周方向に延設され、左副樹脂縦枠１３３と室内外方向に重複してい
る。
【００２５】
（外障子の構成）
　図２に示すように、外障子３の召合せ框３１は、金属召合せ框３１１と金属召合せ框３
１１の室内側に配置される樹脂召合せ框３１２とからなる。
　金属召合せ框３１１は、パネルの外周面を覆う中空形状をなす中空部３１１ａと、中空
部３１１ａの室外側端から内周方向に延設されガラス間口を構成するガラス間口部３１１
ｂと、中空部３１１ａの室内側下端より室内方向に延設されて内障子２の召合せ框２１の
室外側面に当接して気密する気密材ｓを保持する気密材保持片３１１ｃとから構成されて
いる。
【００２６】
　樹脂召合せ框３１２は、金属召合せ框３１１の室内側面を覆う室内側部３１２ａと、室
内側部３１２ａの内周に延設してガラス間口を構成するガラス間口中空部３１２ｂとから
構成されており、その室内側面には、内障子２の召合せ框２１に設けた気密材ｓが当接し
ている。
【００２７】
　外障子３の戸先（上）框３２は、図２に示すように、金属戸先框３２１と金属戸先框３
２１の室内側に配置される樹脂戸先框３２２とからなる。
　金属戸先框３２１は、ガラス等パネルの室外側外周面に配置される中空部３２１ａと、
中空部３２１ａの室外側内周に延設されガラス間口を構成するガラス間口部３２１ｂと、
中空部３２１ａの室内側の外周面に形成された当接片３２１ｃとから構成されている。
【００２８】
　中空部３２１ａの室外側面には上枠１１の金属上枠１１１の室外壁１１１ａの室内面に
当接する気密材ｓが配置されている。
　そして、外障子３の戸先框３２の金属戸先框３２１が上枠１１の支持溝１１１ｃに挿入
されることによって、外障子３の室内外方向の移動を規制し、中空部３２１ａの当接片３
２１ｃが支持溝１１１ｃの内面に当接して戸先框３２を室外側に押圧することによって、
戸先框３２の気密材ｓが金属上枠１１１の室外壁１１１ａの室内面に当接して、ＦＩＸ窓
としての外障子３の上枠１１に対する気密を行っている。
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　樹脂戸先框３２２は、金属戸先框３２１の室内側面に係合され、見付け方向に複数の中
空部を有する室内側部３２２ａと、室内側部３２２ａの室内端で内周方向に延設してガラ
ス間口を構成するガラス間口部３２２ｂとから構成されている。
【００２９】
　外障子３の左、右縦框３３，３４は、略同一の構成を備えているので、外障子３の左、
右縦框３３，３４について、図３に示される、右縦框３４を用いて説明する。
　右縦框３４は、右金属縦框３４１と右金属縦框３４１の室内側に配置される右樹脂縦框
３４２とからなる。
　右金属縦框３４１は、ガラス等パネルの室外側外周に配置される中空部３４１ａと、中
空部３４１ａの室外側内周に延設されガラス間口を構成するガラス間口部３４１ｂとから
構成され、中空部３４１ａの室外側面には、気密材ｓが長さ方向に沿って略全長に亘って
配置され、右縦枠１４の右金属縦枠１４１の室外壁１４１ａの室内側面に当接してＦＩＸ
窓である外障子３の右縦枠１４に対する気密を行っている。
　右樹脂縦框３４２は、右金属縦框３４１の室内側面に連結され、右金属縦框３４１の室
内側面全体を覆う中空部３４２ａと、中空部３４２ａの室内内周側に延設されガラス間口
を構成するガラス間口部３４２ｂとから構成されている。
　中空部３４２ａの外周には、右縦枠１４の右主樹脂縦枠１４２に当接する気密材ｓが配
置され、外障子３の右縦枠１４に対する気密を行っている。
【００３０】
（外障子の装着）
　本発明の実施形態の上げ下げ窓の外障子３の窓枠１への装着について、説明する。
　通常、上げ下げ窓においては、内障子２の閉鎖状態において、内障子２の左、右縦框２
３，２４と窓枠１の左、右縦枠１３，１４との間を気密するために、左、右縦枠１３，１
４の内周面の室内外方向中央付近に中仕切片が設けられており、内障子２の左、右縦框２
３，２４に設けられた気密材を中仕切片に当接することにより内障子２と窓枠１との気密
を行っていた。
【００３１】
　これに対して、本実施形態の上げ下げ窓においては、左、右縦枠１３，１４には、その
内周に突出する中仕切片が設けられていない。その他、左、右縦枠１３，１４の上方領域
の内周面には、内周に突出する部材が存在しておらず、左、右縦枠１３，１４の内周面は
室内側端部から室外壁１３１ａ，１４１ａに至るまで、外障子３の見付け幅寸法よりも広
い間隔を有している。そのため、外障子３は窓枠１の上方の領域に対して室内側から嵌め
込むことにより、図３に示すように、左、右縦框３３，３４の室外側面に配置した気密材
ｓを、窓枠１の左、右縦枠１３，１４の室外壁１３１ａ，１４１ａの室内面に当接させる
ことができる。そして、後述する受け金具７に載置させて固定することにより、窓枠１の
室外側にＦＩＸ窓として設置することができる。
【００３２】
　以上のように、左、右縦枠１３，１４の内周面に中仕切片が存在しないので、外障子３
の装着は、簡単に行うことができるが、内障子２の左、右縦枠１３，１４に対する気密に
ついては、中仕切片を利用した気密が不可能となった。
　そこで、本実施形態においては、窓枠１の左、右縦枠１３，１４の室外側の内周面で外
障子３の下方領域に、内障子２の気密材を当接するための気密材当接部として、目板６，
６を取り付けて、内障子２の室外側面に設けたモヘア等の気密材ｍ１を目板６の室内側面
に当接することで、内障子２と窓枠１との間を気密するように構成している。
　以下、左、右縦枠１３，１４の内周面に固定される目板６について、図４を参考に説明
する。
【００３３】
（目板の構造）
　目板６，６は、アルミニウム等の金属材料で形成され、左、右縦枠１３，１４の内周面
の見込み方向略中央に配置される室内側中空部６１と、室内側中空部６１の室外側に延設
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される取付片部６２とからなり、室内側中空部６１の外周面と、取付片部６２の室外側端
部、及び、中間外周面には、それぞれ室内係合部６１ａ、室外係合部６２ａ、及び、中間
係合部６２ｂが形成されている。
【００３４】
　そして、左、右縦枠１３，１４の左、右金属縦枠１３１，１４１の室外壁１３１ａ，１
４１ａの室内側面に形成された室外係合凹部１３１ｃ（１４１ｃ）及び左、右主樹脂縦枠
１３２，１４２に形成された室内係合凹部１３２ｂ（１４２ｂ）に対して、目板６の室外
係合部６２ａ及び室内係合部６１ａを同時に差し込むことにより、目板６の中間係合部６
２ｂが弾性変形して左、右主樹脂縦枠１３２，１４２に形成された中間係合突起１３２ａ
を乗り越えて係合することで、左右縦枠１３，１４に対して、目板６，６を位置決め固定
することができる。
　そして、左、右主樹脂縦枠１３２，１４２の内障子２の室外側に露出する内周面を、薄
肉のアルミニウム材からなる目板６，６により覆うことができるので、左、右縦枠１３，
１４の左、右主樹脂縦枠１３２，１４２の内周表面を日光の紫外線等から保護することが
でき、変色や劣化を防止することができる。
　なお、内，外障子２，３を取り外すことにより、目板６は、左、右縦枠１３，１４から
取り外すことができるので、目板６が破損や腐食した場合などには、左、右縦枠１３，１
４から取り外して交換することも可能である。
【００３５】
（外障子の固定）
　図２に示すように、外障子３の左右下端部は、窓枠１の左、右縦枠１３，１４の室外側
内周面に固定された受け金具７によって、窓枠１に固定されている。
　受け金具７は、図６に示すように、左、右縦枠１３，１４の内周面に固定される垂直部
７１と、外障子３の左右下端部に固定される水平部７２と、垂直部７１と水平部７２とを
連結する段差部７３とから構成されている。
【００３６】
　そして、図７の左縦枠１３に示されるように、受け金具７は、左、右縦枠１３，１４の
下方領域に配置された目板６の取付片部６２の上面に段差部７３を載置した状態で、垂直
部７１が左、右縦枠１３，１４の内周面にネジ等の固定手段により固定されている。
　左、右縦枠１３，１４に固定された受け金具７，７の水平部７２，７２に、戸先框３２
を上枠１１の下方に開放した支持溝１１１ｃに挿入した外障子３の両側下端部が載置され
て下方よりネジ等の固定手段により固定することで、外障子３が窓枠１の室外側上方領域
にＦＩＸ窓として固定されている。
　また、外障子３を固定するための受け金具７を目板６の取付片部６２に載置して左、右
縦枠１３，１４に固定しているので、目板６の上下方向への位置ずれが防止される。
【００３７】
　以上のように、本発明の実施形態においては、縦枠の見込み方向中央に、全長に亘って
内周側に突出する仕切り片が存在しないので、外障子３を仕切り片の室外側で左右ケンド
ンさせる必要がなく、外障子を室内側から直接縦枠の室外壁の室内面に当接させることが
できる。
　そのため、縦枠には、左右ケンドンの振込みを行うためのスペースが必要無く、見付け
寸法を小さくすることができ、建具の採光面積を大きく、断熱性能の高いガラス面積を拡
充して断熱性能を向上させることができる。
【００３８】
　そして、中仕切片のない左、右縦枠１３，１４であっても、外障子３を室内側から受け
金具７，７に載置して、ネジ等の固定手段により固定することで、外障子３を上下両端で
強固に固定することができる。
　さらに、窓枠１の左、右縦枠１３，１４の外障子３より下方領域には目板６が配置され
、内障子の室外側に設置したモヘア等の気密材は、左、右縦枠１３，１４の外障子より下
方領域に配置した目板の室内側面に当接できるので、内障子と縦枠との気密性能を確保す
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ることができる。
【００３９】
　なお、本実施形態においては、窓枠１の左、右縦枠１３，１４の外障子３より下方領域
に目板６を取り付けることにより、内障子２の気密材を当接するための気密材当接部を形
成しているが、気密材当接部を左、右縦枠１３，１４の下方領域の内周に一体的に突出す
る部位により構成することも可能である。
　また、本実施形態においては、外障子はＦＩＸ窓として構成したが、外障子を上下移動
等により開閉自在な障子として構成してもよい。
【符号の説明】
【００４０】
１　　　　：窓枠
１１　　　：上枠
１１１　　：金属上枠
１１１ａ　：室外壁
１１１ｂ　：当接部
１１１ｃ　：支持溝
１１２　　：樹脂上枠
１２　　　：下枠
１２１　　：金属下枠
１２１ａ　：保持片
１２２　　：樹脂下枠
１３　　　：左縦枠
１３１　　：右金属縦枠
１３１ａ　：室外壁
１３１ｂ　：室外係合凹部
１３２　　：左主樹脂縦枠
１３２ａ　：中間係合突起
１３２ｂ　：室内係合凹部
１３２ｃ　：溝部
１３２ｄ　：ガイド部
１３３　　：左副樹脂縦枠
１４　　　：右縦枠
１４１　　：右金属縦枠
１４１ａ　：室外壁
１４２　　：右主樹脂縦枠
１４２ｃ　：溝部
１４２ｄ　：ガイド部
１４３　　：右副樹脂縦枠
２　　　　：内障子
２１　　　：召合せ框
２１１　　：金属召合せ框
２１１ａ　：中空部
２１１ｂ　：ガラス間口部
２１１ｃ　：屈曲片
２１２　　：樹脂召合せ框
２１２ａ　：室内側部
２１２ｂ　：ガラス間口中空部
２１２ｃ　：外周部
２２　　　：戸先框
２２１　　：金属戸先框
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２２１ａ　：中空部
２２１ｂ　：ガラス間口部
２２１ｃ　：回転軸取付溝
２２２　　：樹脂戸先框
２２２ａ　：室内側部
２２２ｂ　：ガラス間口中空部
２３　　　：左縦框
２３１　　：左金属縦框
２３１ａ　：中空部
２３１ｂ　：ガラス間口部
２３２　　：左樹脂縦框
２３２ａ　：室内側中空部
２３２ｂ　：ガラス間口部
２４　　　：右縦框
３　　　　：外障子
３１　　　：召合せ框
３１１　　：金属召合せ框
３１１ａ　：中空部
３１１ｂ　：ガラス間口部
３１１ｃ　：気密材保持片
３１２　　：樹脂召合せ框
３１２ａ　：室内側部
３１２ｂ　：ガラス間口中空部
３２　　　：戸先框
３２１　　：金属戸先框
３２１ａ　：中空部
３２１ｂ　：ガラス間口部
３２１ｃ　：当接片
３２２　　：樹脂戸先框
３２２ａ　：室内側部
３２２ｂ　：ガラス間口部
３３　　　：右縦框
３４　　　：右縦框
３４１　　：右金属縦框
３４１ａ　：中空部
３４１ｂ　：ガラス間口部
３４２　　：右樹脂縦框
３４２ａ　：中空部
３４２ｂ　：ガラス間口部
６　　　　：目板（気密材当接部）
６１　　　：室内側中空部
６１ａ　　：室内係合部
６２　　　：取付片部
６２ａ　　：室外係合部
６２ｂ　　：中間係合部
７　　　　：受け金具
７１　　　：垂直部
７２　　　：水平部
７３　　　：段差部
８１　　　：回転軸
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８２　　　：スライダ
８３　　　：リンク
ｍ１　　　：気密材
ｍ２　　　：気密材
ｓ　　　　：気密材

【図１】 【図２】
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